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 自分ではまったく予期していなかったものに惹かれてしまうことがありま

す。言うならば、一目惚れみたいなものです。 

 私にとっては水墨画がそうでした。出会った瞬間に一目惚れをし、当時暮ら

していた東京都内はもちろん、京都や富山にも水墨画を観るためにオートバイ

を飛ばしました。今から 15年ほど前、40歳になったころのことです。 

 おそらく、年齢のせいもあるのでしょう。どこかで水墨画を目にしているは

ずなのに、それまでは目に入りませんでした。きっと印象派や 20世紀フラン

ス美術を追いかけまわすので精一杯だったのです。色彩あふれるそれらの絵に

慣れた目に、墨の濃淡だけで描かれた独特の理想風景画（山水画）は止まるこ

とがありませんでした。 

40歳を過ぎて、私も「枯れた」味わいが心にひっかかるようになりました。

クラシックの弦楽四重奏を盛んに聴くようになったのもそのころでした。だか

ら、私の中でベートーヴェンやショスタコーヴィチの弦楽四重奏曲は、雪舟や

雪村らの水墨画と何の違和感もなく、交わっているのです（後に政治学者の故

丸山真男が「弦楽四重奏は水墨画のようなもの」と述べていたことを知りまし

た）。 

 水墨画は実は不自然な絵です。なぜなら、私たちは世の中をフルカラー（総

天然色）で見ているのに、水墨画はモノクロ（墨の濃淡）で描いています。そ

して、江戸時代以前の水墨画の多くは、実際には存在しない風景（理想風景）

を描いています。やがて、現実の風景をもとにした水墨画も登場しますが、写

生ではなくて、それを描いた絵師（画家）の心の中の風景なのです。それは印

象派を連想させます。 

 現代を生きる私たちはバロック美術も印象派も知った上で水墨画を観ます。

水墨画も昔のままでいいわけがありません。 

 本場の中国で水墨画の研鑽を積み、日本を拠点に活躍している王子江さんの

作品は、まさに現代を生きる我々に向けて描かれた水墨画と言っていいでしょ

う。 

 王さんの作品を観たとき、久しぶりに私は一目惚れをしていました。そして、

王さんと初めて出会ったとき（そのときはまだ当館で展覧会を開くことになる

とは思ってもいませんでした）、運命的な出会いと感じたことを明記しておき

たいと思います。 

 『王子江展』では、きっとたくさんの方が私のように一目惚れに陥ることで

しょう。 
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** おかげさまで開館２０周年 ** 

芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ   石神の丘から 48 
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《夢・希望》 ９１×１１６.７cm 和紙に墨 



   

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

   

 

  

 

 

１９５８年、中国・北京市に生まれた王子江（おう すこう）は、国立北京芸術学校を卒

業後３０歳で来日し、以後、日本を活動の拠点としています。 

２０１２年、王は東日本大震災によって変わりはてた岩手県釜石市、大槌町を訪れ、

追悼と希望を託した作品の制作を行いました。大槌町では子どもたち１０名余と共同

制作を行い、２０ｍにもおよぶ大作《吉祥如意図》を完成させました。 

本展では、王子江の代表作のほか、釜石市と大槌町で制作した作品、さらに、開館

２０周年を記念し、岩手町立浮島小学校の全校児童１３名と共同制作した《岩手町楽

園》を展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

写真上：《吉祥如意図》 ３１６×２０００ｃｍ 和紙に墨、水彩 

写真右：王子江氏と岩手町立浮島小学校児童の共同制作の 

様子（６月６日・７日、石神の丘美術館ホールにて） 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

水墨画家 王 子江展 ―被災地の復興を祈って― 

ＡＬＬ大学生野外音楽フェスティバル！ 

カカカレレレッッッジジジオオオブブブロロロッッッククク   
ｉｉｉｎｎｎ    石石石神神神ののの丘丘丘   

 

 

２０１３.６.３０（日）    
１１：００開演 入場無料 
会場：石神の丘美術館野外劇場 

県内の大学生バンド総勢１９組によるエネ

ルギッシュな演奏をお楽しみに♪ 

やまと豚や岩手めんこい黒牛の焼肉おふ

るまいなど、特設フードコートも充実！！ 

【主催】カレッジオブロック実行委員会 

季節のコース 
 

 

 

 

 

 

 

\3,500（税込） 

食前酒 orソフトドリンク＊三種野菜のテリーヌと

彩り野菜のアスピックゼリー・スモークサーモン

と春野菜のマリネ＊コーンポタージュスープ＊白

身魚のムニエルと小海老のグリル～ジンジャ

ーペッパーソース＊春キャベツとやまと豚のラグ

ー～岩手めんこい黒牛のブレゼ添え＊季節の

サラダ＊パン or ライス＊木苺のムースにチョコレ

ートジェラートを添えて＊コーヒーor紅茶各種 

※季節のコース料理は予約制です 

ララベベンンダダーーフフェェアア  ２２００１１３３  
６/２９(土)～７/１５(月･祝） ９:００～１７:００ ＊期間中無休＊ 

○ラベンダーの摘み取り体験 [期間中毎日／５０本程度／料金３００円] 

○創作・体験教室（各教室１０:３０～１４:００まで／所要時間３０分程度） 

 ＊ドライフラワーのアレンジメント [６/３０（日）、７/７（日）／受講料５００円] 

 ＊アロマ体験教室 [７/１（月）、８（月）／受講料５００円～] 

 ＊陶器に絵付け体験・ポーセラーツ [７/１３（土）／受講料１,０００円～] 

 ＊マーブルアート [７/１４（日）／受講料５００円] 

○野点（のだて）の会 [７/６（土）、７（日）／１０時～１５時まで／料金３００円] 

○ラベンダーグッズの販売 
ドライフラワー、ポプリ、木の実のクラフト、石けん、アクセサリー、ビーズクラフ

ト、マーブルアート、ラベンダーオイルなどの販売を行います。 

★ハートの種プレゼント★ 
グッズを購入した方に、ハートの形が浮き出たフウセンカズラの

種を差し上げます。（先着順） 

会    期：６月８日（土）～７月２８日（日） 

          会期中無休 

開館時間：９:００～１７:００（入場は１６:３０まで） 

観覧料金：一般５００円／大・高生３００円 

         中学生以下無料 
         ＊岩手町民の方は２割引になります 

          ＊開館記念日７/２（火）は全館無料 


